2．2 接続方式
2．2．1 通信プロトコル

通信プロトコルは、ftpを使用する。

コネクション方法は、アクセスPFから光アンバンドル業務支援システムへコネクトする。（パッシブモード）
転送モードは、バイナリモードで転送する。

2．2．2 通信データ単位

通信データ単位は、1ファイル単位とし、1ファイルに複数レコード（複数収容区域）格納する。
アクセスPFは、全収容区域のファイルを東西でそれぞれ1ファイル作成し、加須DCから転送する。
データ形式は、CSV形式とする。
転送時の形式は、ZIP形式とする。
光アンバンドル業務支援システム、アクセスPFのシステム間で流通する情報の概要を表 ２．２．２‑１　流通情報一覧に示す。

表 ２．２．２‑１　流通情報一覧
	項番
	流通情報名
	概要

	1
	保留引込線転用情報
	保留引込線転用情報をアクセスPFから光アンバンドル業務支援システムへ流通する。


2．2．3 契機・条件

光アンバンドル業務支援システム、アクセスPFのシステム間でデータ流通に用いるインタフェースの一覧を表 ２．２．３‑１　インタフェース一覧に示す。

表 ２．２．３‑１　インタフェース一覧

	項番
	流通情報名
	プロトコル
	アカウント
	接続周期
	インタフェース
	接続時間帯
	保存期間

	1
	保留引込線転用情報
	ftp(put)
	gdf_ftp
	1回/日
	アクセスPF

(put)

→

光アンバンドル

業務支援システム
	夜間
	3日間
（アクセスPF内）


　
2．2．4 転送条件

(1) アクセスPFは、22：00から22：05の間で、前日分のデータファイルを作成・格納すること。

(2) 光アンバンドル業務支援システムは、23：00以降にデータファイルの取得を開始すること。

(3) 対象データなしの場合、ファイルを作成しない。






図 ２．２．４‑１　転送条件
2．2．5 ファイル転送シーケンス

(1)アクセスPFから光アンバンドル業務支援システムへのファイル転送

　　　　アクセスPFから光アンバンドル業務支援システムへ情報流通する場合のファイル転送シーケンスを図 ２．２．５‑１　アクセスPF～光アンバンドル業務支援システムへのファイル転送シーケンスに示す。






図 ２．２．５‑１　アクセスPF～光アンバンドル業務支援システムへのファイル転送シーケンス

2．2．6 流通文字

2．2．6．1 文字コード

アクセスPF、光アンバンドル業務支援システム間のデータ流通では、UTF-8で記述されたファイルを対象とする。

2．2．6．2 外字

特になし。
2．2．6．3 特殊文字

特になし。

2．2．7 ディレクトリ情報

アクセスPF、光アンバンドル業務支援システム間で流通するファイルの格納先を表 ２．２．７‑１　ディレクトリ情報一覧（光アンバンドル業務支援システム側）に示す。
表 ２．２．７‑１　ディレクトリ情報一覧（光アンバンドル業務支援システム側）
	項番
	ディレクトリ
	説明

	1
	/data/gw/gdf_ftp/receive/tenyo
	保留引込線転用情報にて、アクセスPFから光アンバンドル業務支援システムへ転送する情報の格納先
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光アンバンドル取込時刻


（23：00）





送信時刻


（22：00～22：05）





N日分のデータ格納時間帯


（N-1日：22：00～N日：22：00）





N-1日


22:00





N日


0:00





N日


23:00





N-1日


23:00





N日


22:00





アクセスPF側は、実ファイル(拡張子.csv)をzip圧縮(拡張子.zip)し、加須DCから光アンバンドル業務支援システムへ転送する。





転送結果が異常だった場合は、次回転送時までに異常原因を取り除き、次回転送時に合わせて再送する。








アクセスPF





光アンバンドル


業務支援システム





加須DC





ftp(put)





AAA.zip(実ファイル)





AAA.zip(実ファイル)





光アンバンドル業務支援システム側は、実ファイル(拡張子.zip)を元に取り込みを行う。





光アンバンドル業務支援システム側の取り込み処理はディレクトリ内にある複数ファイルに対して処理する事を考慮する。





結果が異常だった場合は、ログへ結果を出力し、電話連絡などで実ファイルを再送してもらう。
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